
令和3年度　第2回学校生活アンケート　保護者自由記述欄のまとめ 　※多くの御意見をいただきありがとうございました。

保護者自由記述欄 学校より

今年はコロナウイルスの流行もあり参観会が中止になったのが残念でした。カメラ
などの設備投資は必要ですが、google meetなどでリモート参観会を検討して欲
しいです。

今年度は、ここまで参観会は中止をしないで実施することができました。今後、新型コロナウィルス
感染拡大状況によっては、リモートで授業の様子をご覧いただくことも検討が必要になります。全
家庭にオンライン配信ができるように準備を進めています。

集団登校の時間が１５分早まったが、その時間に行っても誰もいないので、１人
で待たせるのが不安だ。集団登校の集合時間は学校から言われると入学時に説
明があったが、今回もそうなのか。せめて班長さんだけでも集合時間に来てくれ
ないと車の通りもあるので1人で待たせるのに疑問がある。

登校の様子をもう少し気にかけて欲しいです。４年生が下級生を連れて行くの
で、家庭もフォローはしていますが、学校側のフォローがあれば子供の負担も減
ると思います。

友達に対してキックやひどいことを言う子がいると聞きました。自分の子が当事者
じゃないにしても良い気持ちではないようです。１人の子に対してひどいことをす
ると聞きました。

暴言や暴力などがあった場合は、担任・学年主任・生徒指導主任が協力して、迅速に対応するよう
にしています。そして、その子がなぜそのような行動をしたのかという背景もしっかりと把握するよう
に努めています。また、保護者へもその日のうちに連絡をするようにしています。

書き取りの学習が始まって苦戦しているようです。漢字の書き順を教科書で調べ
たり、親がつきっきりで見てあげる時間も平日はなかなかとれないのが現状です。
見開きのお手本の片側に書き順のわかるものを貼っていただけたらと思います。

家庭学習の量や内容については、学年ごとに違いがあると思いますが、児童が効果的に力を付け
ることができる方法については、全校で検討していきたいと思います。

紙の箱や牛乳パックなど家庭で用意しなければ授業に参加できないものは、学
校で一律で購入して欲しい

学年費の都合で、図画工作科や生活科の授業で、箱や牛乳パックなどの材料を家庭で用意して
もらうようにお願いすることが、今後もあると思います。授業内容によっては、業者に注文して、材料
を用意するようにしています。御了承ください。

年間３回実施される通学区会で、集団登校の様子や集合時刻について確認しています。集団登
校の様子で気になることがある場合は、ぜひ学校にお知らせください。担当教員と登校班の児童
でしっかりと話し合う機会を設けて、児童が安全に登校できるように支援していきます。



下校時間を早くして欲しい。冬になると真っ暗で、毎日迎えに行けません。女の
子なので余計に不安です。

下校時刻を少しでも早くすることができないかと、現在検討しております。また、下校時刻を遅れる
ことなく、学校から下校させることを今後も徹底していきます。

コロナの影響で夏休みに体育館や運動場を使用できなかったのが子供に申し訳
なかった。他校は使用できたところも多いと聞いたので。

長期休業中や休日、夜間の体育館・運動場の利用については、宮園小学校施設利用団体の会の
役員で調整しています。現在、「まん延防止措置法」など、県の宣言に従って、体育館や運動場の
利用制限を行っています。御理解をよろしくお願いいたします。

他校では漢字検定や算数検定など行われているようです。学力の差が出るので
はないかと焦ります。希望者だけでも受験できたり、授業やプリントで取り入れて
欲しいです。

漢字検定を受けさせたい

換気は大事ですが、よく子供がハチが入ってきたと言います。虫が入ってこない
ような工夫をお願いしたいです。

現在、北校舎３階の北側窓には、網戸が設置されています。虫がなるべく入ってこないようにしな
がら、新型コロナウィルス対策として、換気を行っていきます。

避難訓練ですが、徒歩だけではなく車の訓練も行って欲しい。大雨警報のときに
混雑するので。車の移動の仕方、子供呼び出し方の訓練にもなるのでは。

本校は、駐車スペースが十分ではなく、車による訓練は、危険が伴います。そのため、今後も、徒
歩による訓練を実施する予定です。

現在、森町で漢字検定や算数検定を実施している学校はありません宮園小学校では、漢字検定
や算数検定を行うことを予定していません。漢字習得や計算定着など、基礎的な力は、授業や
チャレンジタイム、家庭学習の中で育てていきます。



行き渋りや不登校児の対応として支援の手は差し伸べられていますか？【保護
者】ではなく、【子供本人】にその手を差し伸べて欲しい。

現在、登校を渋ったり、教室に行きづらかったりする児童に対して、担任・学年主任・生徒指導主
任・管理職など複数の職員で話し合いながら、対応しております。今後も、なかなか登校することが
できない子の気持ちに寄り添いながら、よりよい支援の仕方を考えていきます。

タブレット持ち帰りですが、雨や荷物が多い日はやめてほしい。
今後、学年ごとや全校一斉にタブレットを持ち帰ることがあると思います。可能な限り、そのような日
を早めにお伝えし、児童が持ち帰りに苦労しないようにしていきます。



　


